
2010（平成21年）�

■発行　出水市　　
■出水市役所（本庁
　　　　　　　　　
　　　　高尾野支所
　　　　　　　　　
　　　　野 田 支 所
　　　　　　　　　
■ホームページアドレ
■電子メールアドレ

主な内容�

№６０�

3
2011（平成23年）�

鹿児島県出水市�

広
報�

 （いずみ親子ステーキごはんを試食するツル親善大使　詳しくは６ページをご覧ください。２月５日撮影）�

「新・ご当地グルメいずみ親子ステーキごはん誕生」�

・・・・・・・・・・・・・・・２～３�
・・・・・・・・・・・・・・・・４～５�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６�
・・・・・・・８～９�

【特集】高病原性鳥インフルエンザ�
九州新幹線全線開業記念イベント�
新・ご当地グルメ誕生�
出水市読書活動日本一のまちづくり推進大会�

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口

（２月１日現在：住民基本台帳）

２万４，２２６（－２）� � �

５万６，１４５（－１０）����

２万６，２３０（－１６）�

２万９，９１５（＋６）�

５１����

７５����

８９����

７６����

��������
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2広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号

　

鹿
児
島
県
は
１
月　

日
、
市
内
の
採
卵
鶏
農
場
で
死
亡
し
た
鶏
に
つ
い
て
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
簡
易
検
査
で

２５

検
体
９
羽
の
う
ち
８
羽
が
陽
性
反
応
を
示
し
た
と
発
表
し
、
翌
日　

日
未
明
、
県
鹿
児
島
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

２６

の
遺
伝
子
検
査
で
検
体　

羽
の
う
ち
７
羽
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
５
亜
型
）が
検
出
さ

１０

れ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。　

県
内
初
の
鶏
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
を
確
認
。

　

そ
れ
を
受
け
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
発
生
養
鶏
農
場
の
８
４
６
２
羽
を

す
べ
て
殺
処
分
し
、
埋
却
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
養
鶏
農
場
を
中
心
と
し
た
半
径　

キ
ロ
圏
内
を
移
動
制
限
区
域

１０

に
設
定
し
、
養
鶏
農
場
な
ど
１
６
２
カ
所
の
鶏
約
５
２
５
万
羽
と
鶏
卵
の
出
荷
を
禁
止
し
ま
し
た
。

　

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
疑
い
、
感
染
確
認
、
初
動
防
疫
と
２
日
間
の
慌
た
だ
し

い
動
き
を
追
い
ま
し
た
。

①高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５亜型）の感染が確認された養鶏農場内

部（県提供）

②鳥インフルエンザ感染鶏が発生した養鶏農場周辺の道路に消石灰をまく市職員＝

１月２５日午後６時１５分

③鳥インフルエンザ感染鶏が発生した養鶏農場周辺は立ち入り禁止になり、市職員

が立しょう＝１月２６日午前２時１０分

����

���������	
��

�

�

����

　鳥インフルエンザ発生養鶏農場から半径５キロ圏内に設定
していた移動制限区域が、２月１７日午前０時、解除となりま
した。それに伴い、主要道路に設置していた１２カ所の消毒ポ
イントはすべて撤去されました。
　ツルに関しては、１月１５日、７例目の高病原性鳥インフル
エンザウイルスが検出されたこともあり、防疫体制は今後も
継続していきますので市民の皆さまのご理解・ご協力をお願
いします。
　なお、今後の鳥インフルエンザ情報については防災無線お
よび市ホームページで随時お知らせします。

�
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3 広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号

� �

���������	
��
��������

��������	
�

　野鳥の鶏舎への侵入防止のため、防鳥ネットに破れ

がないかなどの再確認、鶏舎周辺に穀物等のエサや生

ゴミ等の野生動物を誘導するものを置かず、清潔を

保ってください。また、農場出入口での消毒の徹底、

消石灰等による鶏舎周辺の消毒などを引き続きお願

いします。

��������	
�

　不必要に野鳥を追い立てたり、捕まえようとするの

はやめましょう。また、死亡した野鳥など野生動物は、

素手で触らず出水市役所農林水産課（�６３－４０５７）に

ご連絡ください。

④
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
疑
い
の
報
告
を
受
け
庁
内
会
議
を
開
く
＝
１
月　

日
午
後
４
時

２５

　

分
、
市
役
所

１５
⑤
養
鶏
農
場
の
確
認
作
業
に
追
わ
れ
る
市
職
員
＝
１
月　

日
午
後
４
時　

分
、
市
役
所

２５

２６

⑥
鶏
の
殺
処
分
の
た
め
の
ガ
ス
が
到
着
＝
１
月　

日
午
後
６
時　

分
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

２５

２５

の
疑
い
が
あ
る
鶏
が
発
生
し
た
養
鶏
農
場

⑦
緊
急
対
策
本
部
会
議
で
状
況
を
説
明
す
る
県
職
員
＝
１
月　

日
午
後　

時　

分
、
市
役
所

２５

１０

４４

午前２時１５分
県中央家畜保健衛生所の遺伝子検査の結果、検体１０羽の
うち７羽で高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５亜
型）を検出。
午前２時３５分
殺処分した鶏を埋める穴を、養鶏農場敷地内に掘削開始。
午前３時
県が高病原性鳥インフルエンザウイルスを確認したと記
者会見で発表。殺処分のため待機していた県職員らが養
鶏農場に移動開始。
午前３時３０分
殺処分を行う県職員らを乗せたバス４台が養鶏農場に到
着。
鳥インフルエンザ発生養鶏農場の鶏８４６２羽の殺処分を開
始。
午前４時
市内３カ所に消毒作業ポイントを設置し、市の職員を配
置。
午前８時５分
鳥インフルエンザ発生養鶏農場の鶏８４６２羽の殺処分が終了。

【１月２５日】
午後３時３０分ごろ
県北薩家畜保健衛生所に、簡易検査で９羽のうち８
羽の検体が高病原性鳥インフルエンザの陽性反応を
示したと報告が入る。
午後４時１５分
市の担当部署幹部を集めて、市役所で庁内会議を開
く。
午後４時３０分
鳥インフルエンザ感染疑いの鶏が発生した養鶏農場
周辺に市の職員を配置し、道路の通行を制限。
午後５時２５分
県が鳥インフルエンザ本部対策会議で感染疑いを発
表し、発生疑いのある養鶏農場から半径１０キロ圏内
の養鶏農場などに鶏や卵の移動自粛を要請。
午後１０時２０分
ツルの鳥インフルエンザに関する要望のため農水省
などを訪問していた渋谷俊彦市長が市役所に戻ると
同時に緊急対策本部会議を開き、今後の対策等を協
議する。
【１月２６日】
午前１時
殺処分に備えて県職員らが総合体育館で防護服に着
替え始め、消毒作業に備えて市の職員が市役所に集
まる。

� �

⑧
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
養
鶏
農
場
で
鶏
の
殺

処
分
が
始
ま
る
＝
１
月　

日
未
明
（
県
提
供
）

２６

⑨
松
木
謙
公
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
現
状
を
説
明
す
る
渋
谷
俊
彦

市
長
＝
１
月　

日
午
後
３
時　

分
、
市
役
所

２６

１７

⑩
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
は
終
日
、
車
両
へ
の
薬
剤
噴
霧
が
行
わ
れ
る
＝

１
月　

日
午
後
５
時　

分
、
国
道
４
４
７
号
線
さ
ぎ
や
な
自
治
会

２６

１９

内

��

��

●� 

●� �

午前１０時
県が鳥インフルエンザ発生養鶏農場から半径１０キロ圏内の養鶏
農場などの目視検査や検体採取を実施。
午前１１時すぎ
殺処分した鶏の埋却作業を開始。
午前１１時５５分
県が鳥インフルエンザ発生養鶏農場から半径１０キロ圏内を移動
制限区域に設定し、１６２養鶏農場約５２５万羽を対象に鶏や卵の移動
を制限。
午後１時
鳥インフルエンザ発生養鶏農場内の除ふん清掃を開始。
午後２時すぎ
鳥インフルエンザの感染経路究明などのため、農林水産省の疫学
検討チームが現地入り。
午後３時
松木謙公農林水産大臣政務官が市役所を訪問し、市長と会談。
午後４時３０分
鳥インフルエンザ発生養鶏農場内の消毒作業を開始。
午後１１時１０分
初動防疫である殺処分、埋却、消毒作業は終了。
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4広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号

カツ�

ちき串木野�
大カツ�

で、締め御飯に最適�

グ�

－メン�

も宣伝隊提供うどん�

の滋味に富む鍋�

け鍋�

ご当地グルメ�

ーキごはん�
＜イベントバージョン＞�

500円�

500円�

500円�

500円�

400円�

400円�

開業� 記念イベント�３月１２日（土）・１３日（日）�

3月12日13日は、9：30～16：00の間に15分～20分間隔で、第2駐車場・第3駐車�
場←→特設会場をシャトルバス（無料）が運行します。�

●第2駐車場および第3駐車場からは無料シャトルバスを運行しております。�
●会場周辺はたいへん混雑しますので、車で通行する際は十分にお気をつけください。�

●消防署�

●市役所�

●有料老人ホームことぶき�

広瀬橋�

鶴丸�
●�

第2駐車場�
シャトルバス�
乗降場所�

第3駐車場�
シャトルバス�
乗降場所�

肥薩おれんじ鉄道�

九州新幹線�

●�
ロイヤルイン�

ステーションプラザ�

至 熊本�
至 鹿児島�

伊佐市方面�

P
第1駐車場�
P

P

JR出水駅�

447

特設会場�

アクセスマップ�

タイムスケジュール�

市役所前�

出水駅前�

朝日町�

広瀬橋北口�

N

花火大会会場�

時 間� 内 容� 場所�

<新幹線全線開業出発式>�
一日駅長就任�
　　　小崎誠斗 君（米東小1年生）　　塩井さくら ちゃん（荘幼稚園）�
さくら４０２号　出発合図�
<鹿児島県ご当地グルメグランプリ2011 in 出水>�
オープニングセレモニー�
ご当地グルメ販売開始（花火合図）／第４回鶴恋祭フリーマーケット�
慈光幼稚園の園児による歌と合奏�
神話の邦のファッションショー�
山口県観光PR�
兵庫県観光PR�
和太鼓集団“和楽”�
西田あい 　歌謡ショー（姶良市出身のメジャーアーティスト）�
牛深ハンヤ（熊本県の郷土芸能）�
人吉温泉観光PR�
ご当地グルメグランプリ　販売・投票締切�
グルメグランプリ中間発表・フリーマーケット終了�
＜花火大会＞�
　屋台ブースオープン�
　打ち上げ開始�
　終了�
ご当地グルメ２日目販売開始（花火合図）�
ジミー入枝＆ザ・キングタウンズ　LIVEステージ�
琉球國祭り太鼓�
藤本悠未（Differ）　LIVEステージ　（出水市出身のアーティスト）�
北薩シンフォニックバンド�
新幹線沿線「さくらさん」紹介�
ダイスケ　LIVEステージ（2010学園祭最多出演のメジャーアーティスト）�
岡山県観光PR�
広島県観光PR�
山王神楽団『八岐大蛇』（広島県の郷土芸能）�
長崎県観光ＰＲ�
薩摩川内おどり太鼓�
ご当地グルメグランプリ　販売・投票締切�
初代グランプリ発表・表彰式�

新幹線出水駅コンコース�
�
新幹線上りホーム�
新幹線出水駅東口�
特設会場・ステージ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
花火大会会場�
昭和公園・春日橋上流�
�
�
新幹線出水駅�
東口特設会場・ステージ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

６：４５�
�

７：３２�
�

９：３０�
１０：００�
１０：３０�
１１：００�
１１：３０�
１２：０５�
１３：００�
１３：３０�
１４：００�
１４：２５�
１５：００�
１６：００�

�
１７：００�
１８：３０�
１９：００�
１０：００�
１０：３０�
１１：００�
１１：３０�
１２：００�
１２：４０�
１３：００�
１３：３０�
１３：４０�
１４：００�
１４：４０�
１４：５０�
１５：００�
１６：００�

3月�
12日�
（土）�

3月�
13日�
（日）�

●当日の状況により開始時間が前後する場合がありますのでご了承ください。�
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5 広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号

カレーとポンカンのハーモニー�

いちきポンカレー�
「○○に勝つ」験担ぎ三大カツ�

パワースポットいちき串木野�
験カツぎ御飯三大カツ�

奄美の代表的な郷土料理で、締め御飯に最適�

奄美鶏飯�
けい         はん�

特製ダレに漬け込んだやわらスペアリブ丼�

黒豚わっぜえか丼�

指宿の海幸山幸てんこもり�

いぶすき温たまらん丼�

まぐろづくしの絶品和風ラーメン�

串木野まぐろラーメン�

500円�

かつおとラ－メンがマッチング�

枕崎かつおラ－メン�

志布志産天然はも使用　はも宣伝隊提供うどん�

鱧南ばんうどん�

大自然の恵みいっぱいの味の滋味に富む鍋�

霧島神話ぼっけ鍋�

鶏のまち出水を訴求する新・ご当地グルメ�

いずみ親子ステーキごはん�
＜イベントバージョン＞�

高級かぼちゃがまるごとラーメンに！�

加世田かぼちゃラーメン�

第4回鶴恋祭�
ふれあいフリーマーケット開催�
　日時　3月12日（土） 10：00～16：00�
　場所　JR出水駅東口�
　主催　出水商工会議所青年部�
　　　　　　　　　　（問い合わせ先　62－1337）�
　内容　①出水市内・外からの出店者が、衣類・小物等を販売。�
　　　　②出店ブースは、100ブース（1ブース3.0ｍ×3.0ｍ）を予定。�
�

開業日当日夕方より出水市では、花火大会が開催されます！（問い合わせ先　79－3030）�
昭和公園には、飲食ブースを設置しますので飲みながら、食べながらの花火見学はいかが？�
時間：17時～（飲食ブース） 花火大会：18時30分�
和太鼓集団「和楽」の演奏もあります！昭和公園付近は交通規制となりますので、道路に駐車しての花火見学はおやめください。�

故郷満喫ツアーと祝賀会・花火大会�

500円�

500円�

500円�

500円�

400円�

400円�

500円�

400円�

400円�

500円�

ワースポットいちき串木野�
験カツぎ御飯三大カツ�
（いちき串木野市）�

ちきポンカレー�
（いちき串木野市）�

パ
�

い
�
木野まぐろラーメン�
（いちき串木野市）�
串
�

ぶすき温たまらん丼�
（指宿市）�
い
�

豚わっぜえか丼�
（鹿児島市）�
黒
�

島神話ぼっけ鍋�
（霧島市）�
霧
�

南ばんうどん�
（志布志市）�
鱧
�

崎かつおラーメン�
（枕崎市）�
枕
�

世田かぼちゃラーメン�
（南さつま市）�
加
�

ずみ親子ステーキごはん�
（イベントバージョン）�
（出水市）�

い
�

出水市�

霧島市�

志布志市�

鹿児島市�

枕崎市�
指
宿
市�

いちき�
串木野市�

南さつま市�

九州新幹線全線開業� 記念

美鶏飯�
（奄美市）�
奄
�

奄美市�

鹿
児
島
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
う
ち
11
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、こ
こ
出
水
に
集
結
！
�

「
人
気
度
」「
味
」「
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
価
格
に
対
す
る
満
足
度
）」の
3
つ
の
観
点
で
�

順
位
を
競
い
ま
す
。審
査
を
す
る
の
は
食
べ
た
あ
な
た
！
�

あ
な
た
の
投
じ
た
1
票
が
2
0
1
1
年
の
ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。�

食の宝庫・鹿児島の�
ご当地グルメのナンバーワンを決める！�

＜九州新幹線全線開業記念イベント＞�

鹿児島ご当地グルメ�
グランプリ2011 in 出水�

「人
気度
」「味
」�

「コス
トパフ

ォーマ
ンス」

で決定
！�

食べた
あなたが

審査員
です！�

3月12日13
場←→特設

●消防署�

至 熊本�

アクセス

タイムス

時 間

６：４５�
�

７：３２�
�

９：３０�
１０：００�
１０：３０�
１１：００�
１１：３０�
１２：０５�
１３：００�
１３：３０�
１４：００�
１４：２５�
１５：００�
１６：００�

�
１７：００�
１８：３０�
１９：００�
１０：００�
１０：３０�
１１：００�
１１：３０�
１２：００�
１２：４０�
１３：００�
１３：３０�
１３：４０�
１４：００�
１４：４０�
１４：５０�
１５：００�
１６：００�

3月�
12日�
（土）�

3月�
13日�
（日）�

●当日の状
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6広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号

交
流
人
口
を
い
か
に
増
や
す
か
�

 
新
幹
線
全
線
開
業
を
間
近
に
控
え

た
平
成
２１
 

年
秋
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

 
観
光
客
を
い
か
に
出
水
駅
で
降
ろ
す

か
、な
に
も
し
な
け
れ
ば
た
だ
の
通
過

駅
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

 
そ
こ
で
、出
水
市
に
は
ご
当
地
グ
ル
メ

が
な
い
こ
と
に
着
目
し
、出
水
の
新
・
ご

当
地
グ
ル
メ
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

 
出
水
市
は
日
本
を
代
表
す
る
鶏
肉
・

鶏
卵
の
産
地（
農
業
産
出
額
全
国
第
２

位
）す
な
わ
ち「
鶏
の
ま
ち
」で
す
。�

 
そ
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
新
た

に
開
発
し
た
の
が
、「
親
子
」を
テ
ー
マ
に

し
た
�

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
�

 「
い
ず
み
親
子
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」�

 
地
元
で
生
産
さ
れ
た
、新
鮮
で
安
心
・

安
全
な
鶏
肉
お
よ
び
鶏
卵
、す
な
わ
ち

「
親
子
」を
お
い
し
く
食
べ
る
に
は
、シ
ン

プ
ル
に
焼
い
て
食
べ
る（
鶏
肉
）そ
し
て
、

生
卵
と
し
て
食
べ
る（
鶏
卵
）と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
。�

 
鶏
肉
・
鶏
卵
の
産
地
な
ら
で
は
の
、出

水
に
来
な
い
と
味
わ
え
な
い
新
鮮
で
ヘ
ル

シ
ー
な
新
・
親
子
メ
ニ
ュ
ー
の
誕
生
で
す
。�

（
こ
こ
で
言
う
ご
当
地
グ
ル
メ
と
は
、あ

る
定
義
の
も
と
、複
数
店
舗
で
提
供
さ

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
で
、１
店
舗
で
出
さ

れ
て
い
る
ご
当
店
メ
ニ
ュ
ー
と
は
異
な
り

ま
す
。）�

い
ず
み
親
子
メ
ニ
ュ
ー
推
進
協
議
会
�

 
 
 
 
副
会
長
�

　
 
 
 
 
 
 
松
　
木
　
京
　
子
　
さ
ん
�

　
新
幹
線
全
線
開
業
に
向
け
て
出
水
の
味
を
、と
い
う
こ
と

で
み
ん
な
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、完
成
し
ま
し
た
。�

　
市
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、よ
り
多
く
の
方
々
に
出
水
の
味

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、ま
た
、出
水
の
鶏
肉
、鶏
卵
を
は
じ
め
と

す
る
出
水
の
す
ば
ら
し
い
食
材
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。�

い
ず
み
親
子
メ
ニ
ュ
ー
推
進
協
議
会
�

 
 
 
 
副
会
長
�

　
 
 
 
 
 
 
冨
　
吉
　
裕
　
之
　
さ
ん
�

　
出
水
市
内
の
高
水
準
な
食
材
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、こ
の
企
画
に
参
加
し
ま
し
た
。�

　
素
材
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
す
ば
ら
し
い
の
で
、素
材
の
味
を

最
大
限
に
引
き
出
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
に
は
、一
度
と
言
わ
ず
二
度
三
度
と
食
べ
に
来
て
い

た
だ
き
、口
コ
ミ
で
魅
力
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。今
後
も
、

食
を
通
し
て
出
水
の
盛
り
上
が
り
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
。�次の６店で味わえます。�

ぜひご賞味ください。�

○味処魚松�
（　62－0655）�
○グランシャトー鶴丸�
（　63－1122）�
○慶尚園�
（　62－0550）�
○ホテルキング�
（　62－1511）�
○仲町食堂�
（　62－0336）�
○レストラン竹の子�
（　63－3061）�

新・ご当地グルメ誕生�
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7 広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
で
、１
店
舗
で
出
さ

れ
て
い
る
ご
当
店
メ
ニ
ュ
ー
と
は
異
な
り

ま
す
。）�

次の６店で味わえ
ぜひご賞味くださ

○味処魚松�
（　62－0655）�
○グランシャトー鶴
（　63－1122）�
○慶尚園�
（　62－0550）�
○ホテルキング�
（　62－1511）�
○仲町食堂�
（　62－0336）�
○レストラン竹の子
（　63－3061）�

新

　

１
月　

日
、
市
政
施
行
５
周
年
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

２３

し
て
、
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
自
治
推
進（
ま
ち
づ
く

り
）シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
約
３
０
０
人
の
市
民
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
「
出
水
市
自
治
基
本
条
例
」
を
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
ど
う
生
か
す
か
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、「
自
治
の

ま
ち
づ
く
り
と
若
者
の
元
気
」
と
題
し
た
鹿
児
島
大
学

准
教
授
の
基
調
講
演
、
高
尾
野
青
年
団
の
地
域
お
こ
し

等
の
独
自
の
活
動
報
告
の
後
、
渋
谷
市
長
や
鹿
児
島
大

学
准
教
授
お
よ
び
市
民
代
表
３
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
も
の
で
、
今
後
の
地
域
の

活
性
化
や
自
治
の
推
進
に
必
要
な
視
点
や
方
策
等
に
つ

い
て
、
登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
ま
た
、
時
に
は

会
場
の
参
加
者
に
も
意
見
を
求
め
な
が
ら
、
熱
心
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
出
さ
れ
た
意
見
や
提
言
等
を
、
ど
の
よ
う

に
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
、
自
治
基
本
条
例
の
普
及
と

推
進
、
ひ
い
て
は
市
政
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が

課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
後
日
詳
細
に
公
開
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
は
、
本
庁
企
画
政
策
課
（
�
○６３
 

４
０
３
３
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

��������	
��
����

パネルディスカッション

�
�
�
�
�
�
�
�
	



��
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	



ま

ち

づ

く

り

【
基
調
講
演
講
師
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

①
山
田
誠　

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

②
大
前
慶
和　

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
准
教
授

出
水
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
長

③
渋
谷
俊
彦　

出
水
市
長　

④
稲
田
正
広　

出
水
市
自
治
会
連
合
会
会
長

⑤
山
岡
冨
士
男　

出
水
市
自
治
基
本
条
例
推
進

会
議
会
長

⑥
松
元
美
幸　

野
田
町
青
年
団
副
団
長

【
主
に
出
さ
れ
た
意
見
・
提
言
等
】

◎
小
学
校
区
等
、
地
域
活
動
の
中
核
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
設
立

◎
素
人
発
案
・
玄
人
実
行
の
有
効
性

◎
市
民
同
士
の
情
報
共
有
の
意
義
と
方
策

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
活
用
例
）

◎
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
が
語
り
合
い
認
識

し
合
う
場
、
機
会
の
設
置

◎
若
者
が
地
域
活
動
や
行
政
に
参
画
す
る
機
会

の
積
極
的
提
供

ほ
か

説明責任説明責任�
情報の積極的提供情報の積極的提供�
市民参画の推進など市民参画の推進など�

説明責任�
情報の積極的提供�
市民参画の推進など�

条例・予算等�
議案提出など�

会議の公開会議の公開�
議会情報の共有など議会情報の共有など�
会議の公開�
議会情報の共有など�条例の制定・改廃�

予算・決算等議決、�
市政運営の監視、�
政策の提言�

請願、陳情�
傍聴など�

審議会等への参画�
意見の提出�
住民票請求�

住民、通勤・通学者、�
法人・団体（第３章）�

高尾野青年団活動報告

� � �

� � �

��������	
��
��������������
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広報いずみ ２０１１（平成２３年）３月号 8

　

江
内
中
学
校
で
は
「
月
２
冊
の
本
を
熟
読

す
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
「
生
徒
が
飛

び
つ
き
や
す
い
本
」「
シ
リ
ー
ズ
本
」「
漢
字

力
を
付
け
る
た
め
に
漢
字
の
や
や
多
い
本
」

を
視
点
に
約
３
０
０
冊
の
本
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

本
校
で
は
「
毎
月　

日
は
、
子
ど
も
と

２３

い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
校
内

読
書
週
間
を
設
定
し
、
給
食
の
時
間
に
そ
の

季
節
に
合
っ
た
本
の
朗
読
を
放
送
し
て
い
ま

す
。
１
月
は
、
落
語
絵
本
「
は
つ
て
ん
じ

ん
」
で
し
た
。

　

朝
の
「
読
書
タ
イ
ム
」
の
充
実
の
た
め
に

生
徒
会
文
化
部
の
図
書
係
は
先
生
方
に
本
の

紹
介
や
読
書
体
験
な
ど
の
原
稿
を
お
願
い
し

て
「
図
書
館
だ
よ

り
」
に
載
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
月

ご
と
に
「
テ
ー
マ

を
決
め
て
」
読
書

を
し
て
本
の
紹
介

を
す
る
こ
と
も
始

め
ま
し
た
。

　

朝
の
「
読
書
タ

イ
ム
」
を
充
実
さ

せ
、「
家
読（
う
ち

ど
く
）」
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
文

化
部
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
読
書
活
動 

江
内
中
学
校

新刊書の紹介 朝読書の様子

第４回読書活動日本一のまちづくり推進大会�
平成22年度読書と感動を広げる研修会ｉｎ出水�

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
読
書
活
動
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
を
、
２
月
６
日
に

音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

各
種
団
体
、
学
校
関
係
者
等
、
約
３
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
鹿
児
島
県
立
図

書
館
主
催
の
「
読
書
と
感
動
を
広
げ
る
研
修

会
」
と
共
同
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
読

書
の
原
点
を
見
つ
め
直
し
、
読
書
の
意
義
を
改

め
て
考
え
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
開
会
行
事
の
市
長
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
地
域（
自
治
会
）、
学
校
、
親
子
読
書
会
の

３
部
門
で
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
た
９
団
体

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
読
書
と
感
動
を
広
げ
る
研
修
会
に
入

り
、
県
立
図
書
館
か
ら
基
調
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
ま
で
鹿
児
島
市
で

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
研
修

会
に
な
か
な
か
出
席
で
き
な
い
地
方
在
住
の
方

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
読
み
聞
か
せ
等
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
指
導
者
育
成
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
基
調
提
案
に
続
き
、

４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
読
み
聞
か
せ
や

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

分
科
会
の
１
つ
で
は
、「
母
と
子
の　

分
間

20

読
書
」
の
記
録
映
画
を
上
映
し
、
約　

年
前
の
、

50

ま
だ
本
が
手
軽
に
手
に
入
ら
な
い
時
代
に
、
本

を
通
し
て
親
子
で
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
持
つ
努

力
を
し
て
い
た
様
子
を
熱
心
に
視
聴
し
て
い
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
が
、
日
常
実
践
し
て
い
る
読
書
活
動

や
感
銘
を
受
け
た
本
の
紹
介
等
が
あ
り
、
会
場

か
ら
も
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の 
糸
賀 

い
と
が 
雅
児 

ま
さ
る

氏（
専
門
は
図
書
館
・
情
報
学
）を
講
師
に
迎
え
、

『
な
ぜ
、
人
に
は
読
書
が
必
要
な
の
か
？
』
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
も
、
想
像
力
を
培
い
、
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
読
書
の
重
要
性

を
示
唆
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体　

表
彰
者
】

◎
優
秀
実
践
地
域

・
針
原
自
治
会

・
八
幡（
出
水
）自
治
会

・
天
神（
出
水
）自
治
会

・
松
ヶ
野
自
治
会

◎
優
秀
実
践
校

・
江
内
小
学
校

・
西
出
水
小
学
校

・
野
田
中
学
校

◎
優
秀
実
践
親
子
読
書
会

・
江
内
小
学
校
お
む
す
び
親
子
読
書
会

・
荘
小
学
校
親
子
読
書
会
「
大
け
や
き
」

表彰式（針原自治会）

分科会（ブックトーク）
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
、
こ
う

や
っ
て
出
水
市
の
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
大
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し

て
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

○
少
年
時
代
の
思
い
出

　

私
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
東
京
下
町
・
本

所
で
育
ち
ま
し
た
。
両
親
は
小
さ
な
町
工
場

を
経
営
し
て
お
り
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し

て
い
た
た
め
、
夕
食
後
の
一
家
だ
ん
ら
ん
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
両
親
と
も

読
書
が
好
き
で
、
父
親
は
、
い
つ
も
寝
床
に

入
っ
て
か
ら
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
本
で
し
た
。

想
像
力
を
発
達
さ
せ
、
豊
か
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
い
ず
れ
は
こ
の
町
に
と
っ
て
、
何

が
必
要
か
を
考
え
、
他
の
人
の
立
場
に
立
っ

て
行
動
し
て
い
く
人
材
が
育
っ
て
い
く
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
、

保
護
者
や
先
生
が
一
日
わ
ず
か
で
も
本
を
読

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
本
や
新
聞
を

生
か
し
た
探
求
型
の
学
習
を
進
め
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等

の
利
用
と
、
紙
媒
体
の
読
書
を
使
い
分
け
て
、

ど
の
よ
う
に
共
存
を
図
る
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
社
会
に
と
っ
て
大
事
な
点
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・

読
書
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
共
存
を
図

り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
、
町
ぐ
る
み
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

○
想
像
力
を
育
て
る
こ
と

　

子
ど
も
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
想

像
し
、
登
場
す
る
人
や
動
物
を
動
か
し
、
そ

の
人
に
な
り
か
わ
っ
て
気
持
ち
を
感
じ
る
と

い
う
こ
と
は
、
思
い
や
り
の
心
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
本
を
通
じ
て
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
す
。
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
ば
か
り
見
て
い
て

も
思
い
や
り
の
心
は
育
ち
ま
せ
ん
。
本
と
ア

ニ
メ
で
は
、
時
間
の
流
れ
方
が
違
い
ま
す
。

ア
ニ
メ
は
一
方
的
に
流
れ
て
い
き
ま
す
が
、

本
は
、
気
に
入
っ
た
場
面
が
あ
れ
ば
、
立
ち

止
ま
っ
て
繰
り
返
し
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

読
書
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
内
容
が

問
題
な
の
で
は
な
く
、
読
解
力
・
想
像
力
・

思
考
力
・
抽
象
的
な
概
念
操
作
に
と
っ
て
、

文
字
に
よ
る
読
書
の
方
が
優
れ
て
い
る
の
で

す
。

○
読
書
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

出
水
市
の
よ
う
に
、
町
ぐ
る
み
で
読
書
に

取
り
組
む
効
果
は
、
一
朝
一
夕
に
は
表
れ
ま

せ
ん
。
５
年
、　

年
た
っ
た
頃
に
、
こ
の
町

１０

を
支
え
る
人
た
ち
の
中
で
、
論
理
的
な
思
考

力
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
人
が
増
え
て
き
て
、
こ
の
出

水
市
が
本
当
に
暮
ら
し
や
す
い
・
住
み
や
す

い
、
い
い
町
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

『
読
書
』
の
意
義
は
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
引
き
続
き
そ
の

重
要
性
は
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
小
さ
い
と
き
か
ら
活
字
に
親
し
み
、

ゲ
ー
ム
や
豪
華
な
も
の
を
買
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な

家
庭
で
育
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
あ
と
自
分
が

本
を
読
む
事
を
抵
抗
無
く
受
け
入
れ
ら
れ
、

普
通
の
大
人
は
、
本
を
読
む
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
基
盤
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

読
書
の
重
要
性
は
、
日
常
生
活
の
一
部
と

し
て
読
書
が
浸
透
し
て
、
は
じ
め
て
身
に
つ

い
て
い
く
も
の
で
す
。
私
も
学
校
の
先
生
に

「
読
め
」
と
い
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
父
親
の
後
姿
、
家
庭
の
中
で
わ
ず
か
で

あ
っ
て
も
本
が
置
か
れ
て
い
た
、
そ
う
い
う

「
体
験
」
の
中
で
読
書
に
自
然
に
親
し
ん
で

い
き
ま
し
た
。

○
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
の
経
験

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
読
書
の
重
要
性

を
感
じ
た
の
は
、
中
米
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

を
訪
れ
た
と
き
の
経
験
で
し
た
。
当
時
、
小

学
校
の
先
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
り
授
業
が

な
か
っ
た
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
、
青
年
海

外
協
力
隊
員
た
ち
が
建
て
た
図
書
室
に
毎
朝

集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
が

始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
ぎ
や
か
に
し
ゃ

べ
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
し
ー
ん
と
静

ま
り
返
り
、
目
を
い
き
い
き
と
輝
か
せ
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
集
中
し
、

頭
の
中
で
光
景
を
思
い
浮
か
べ
、
想
像
し
登

場
人
物
を
動
か
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
や
ア
ニ
メ
が
常
時
あ
る
わ
け
で
は
な
い

環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
本
と
い
う
世
界
の
中
に

引
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う

光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
本
の
力
、
図
書

館
の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

読書活動日本一のまちづくり推進大会　記念講演

『なぜ、人には読書が必要なのか？』講演要旨

講師： 糸賀 　 雅児 　氏（慶応義塾大学教授）
いとが まさる

講師プロフィール
１９５４年生まれ。東京大学大
学院教育学研究科を修了後、
慶應義塾大学文学部助手等
を経て１９９７年より現職。現
在、中央教育審議会生涯学
習分科会臨時委員等を務め
られている。

　

当
初
の
予
定
を
変
更
し
、
市
内
の
参
加
者

を
中
心
と
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熱心に聞き入る参加者
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　例年、３月下旬から４月上旬にかけては、引っ越しなどによる住所変更等の手続のため、市役所市

民生活課等の窓口が大変込み合っています。

　この時期の市民生活課等窓口の混雑を緩和するため、休日窓口を次により開設しますので、どうぞ

ご利用ください。

　また、同様の休日等窓口の日程・時間・取扱業務など詳しい内容については、各市役所または町役

場にお問い合わせください。

窓口開設の日時

●３月２７日（日）、４月３日（日）

　午前８時３０分～正午　午後１時～同５時

開設する窓口

●本庁市民生活課・高尾野支所市民福祉課・野田支所市民福祉課の各窓口

取　扱　業　務

●住所変更の手続（転入・転出・転居の届け出の受け付け）

　および住所変更に伴う諸手続

●印鑑登録、戸籍届け出の受け付け

●住民票・印鑑登録・戸籍関係の証明書発行事務（住民票写しの広域発行は除く。）
　

※他の市町村役場等に問い合わせをしなければならないものについては、当日処理できない場合もあ

　ります。また、上記以外の業務については取り扱っていませんので、ご了承ください。

問い合わせ先　本庁市民生活課　住民年金係（�６３－４０３８）
高尾野支所　市民福祉課　市民生活グループ（�８２－５４１６）
野田支所　市民福祉課　市民生活グループ（�８４－４８１３）

＜住所変更の届け出＞

届出に必要なもの届け出期間届け出

・前住地の転出証明書
・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）

新しい住所に住み
始めた日から１４日
以内

転入届
（市外から市内へ）

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・住民基本台帳カード（写真付きのみ）

転居届
（市内から市内へ）

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・印鑑登録証（登録者のみ）
・住民基本台帳カード（写真付きのみ）

転出日（予定日）の
前後１４日以内

転出届
（市内から市外へ）

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越ししししししししししししししししししししシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる引っ越しシーズンにおける市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののののののの市民生活課等の
休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口のののののののののののののののののののの開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて休日窓口の開設について
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教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
ののののののののののののののののののののの
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ががががががががががががががががががががが
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
えええええええええええええええええええええ
ままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

教
育
施
設
の
開
館
日
が
増
え
ま
す

　

こ
れ
ま
で
教
育
施
設
で
は
、
毎
週
月
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
を
休
館（
所
）日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
多
く
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
休
館（
所
）日
を
月
１
回
と
し
、
第
３
以
外
の
月
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
次
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
は
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙

（
出
水
市
区
定
数
２
）が
、
４
月

１
日（
金
）に
告
示
・
立
候
補
受

付
、
４
月　

日（
日
）に
投
開
票

１０

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
立
候
補
受
付

４
月
１
日（
金
）

◎
午
前
８
時　

分
か
ら
同　

時

３０

１０

ま
で

○
高
尾
野
支
所
大
会
議
室

◎
午
前　

時
か
ら
午
後
５
時
ま

１０

で
○
高
尾
野
支
所
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

●
投
票
が
で
き
る
人

平
成
３
年
４
月　

日
以
前
の

１１

出
生
者
で
、
昨
年
の　

月　
１２

３１

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
本
市

に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
お
よ
び
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
投　

票

市
内　

カ
所
の
投
票
所
で
、

３３

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で（
上
場
小
学
校
と
丸
塚
自

治
公
民
館
は
午
後
６
時
ま

で
）

●
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
２
日（
土
）か
ら

４
月
９
日（
土
）ま
で

時
間　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
８
時
ま
で

場
所中

央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

高
尾
野
支
所　

１
階
会
議
室

野
田
支
所　

１
階
会
議
室

●
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
３
月　
３１

日
頃
世
帯
主
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
３
人

分
の
入
場
券
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
各
自
、
切
り
離
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
投
票
所
入
場
券
が
な
く

て
も
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
お
よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で

き
ま
す
。

●
開　

票

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
即
日
開
票
し
ま
す
。

※
本
年
１
月
１
日
以
降
に
県
内

の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ

れ
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
は
本
市

で
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
手

続
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

高
尾
野
支
所
選
挙
管
理
委
員

会（�
○８２
 

５
４
０
３
）

所管課
指定管理者

（※４月１日以降
の問い合わせ先）

休館（所）日
施設名

年末年始等通常

市民スポーツ課
（�６３－２１５４）

有限会社
出水スポーツ
（�６３－２１４４）

１２月２９日～
１月３日

第３月曜日

総合体育館
総合武道館
出水弓道場
出水屋内ゲートボール場

総合運動公園
（野球場、庭球場、陸上競技場、多目的広場）
西出水運動公園
米ノ津運動公園
出水運動公園
加紫久利公園

出水市水泳協会
（�６３－００５８）

１２月２９日～
１月３日

９月１日～翌年７月
２０日の第３月曜日

温水プール

市民プール

９月１日～翌年７月２０日幼児・児童プール

高尾野教育支所
生涯学習室
（�８２－５４５１）

有限会社
�産業
（�８２－５４５１）

１２月２９日～
１月３日

第３月曜日

高尾野公民館
高尾野工芸館
高尾野体育館
江内体育館
高尾野武道館
高尾野きらめきドーム

高尾野運動場
高尾野多目的運動場
高尾野工業団地運動場
高尾野ふれあい公園

野田教育支所
生涯学習室
（�８４－２０２６）

有限会社
出水スポーツ
（�８４－３３１６）

１２月２９日～
１月３日

第３月曜日
野田体育館
野田武道館
野田弓道場

野田運動場

中央図書館
（�６３－２１０５）

株式会社
図書館流通センター
出水営業所
（�６３－２１０５）

１２月２９日～
１月４日

第３月曜日
中央図書館
出水歴史民俗資料館

第３金曜日

高尾野図書館
野田図書館
高尾野郷土館・古城画伯コレクション館
野田史料館

中央公民館内
生涯学習課
（�６３－２１０６）

平成２４年度導入予定
１２月２９日～
１月３日

第３月曜日
中央公民館
文化会館
音楽ホール

　
　

４
月　

日（
日
）は

１０

　
　
　
　
　
　
 　

県
議
選
の
投
票
日
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
に
お

２２

い
て
、
平
成　

年
度
の
当
組
合
歳

２１

入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入（
収
入
）に
つ
い
て
は
、　
１３

億
５
４
５
９
万
１
千
円
で
、
歳
入

の
主
な
も
の
は
各
市
町
か
ら
の
負

担
金
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
使
用

料
等
で
す
。

　

歳
出（
支
出
）に
つ
い
て
は
、　
１３

億
１
２
４
３
万
５
千
円
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
じ
ん
か
い（
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）処
理
、
し
尿
処

理
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生

費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充
て
ら

れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定

審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、

圏
域（
２
市
１
町
）の
振
興
整
備
の

事
業
推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備

事
業
費
、
議
会
費
お
よ
び
総
務
費

で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
補
正
予
算

２２

（
第
１
号
）に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、

平
成　

年
度
予
算
額
は
、
歳
入
歳

２２

出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
７
４
万
５
千
円

を
減
額
し
た
、　

億
６
４
５
５
万

１２

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
入
札
執

行
残
の
減
額
等
決
算
見
込
み
に
よ

る
調
整
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
��

�
�
�
�
�
�

��
��������	
��������	


歳　入�
13億5459万1千円�

歳　出�
13億1,243万5千円�

諸収入�
1,841万2千円�

使用料および手数料�
2,310万9千円�
財産収入�
451万4千円�

繰越金�
2,929万6千円�

振興事業整備費�
451万1千円�
議会費�
39万1千円�

総務費�
8,891万5千円�

民生費�
6,383万6千円�

分担金および負担金�
9億5,040万9千円�

地方交付税（注）�
3億2,885万1千円�

衛生費�
5億6,536万9千円�公債費�

5億8,941万3千円�

�����������������������

���������������������������������������������

住民１人当たりに使われた金額　　１４，３１８円
（平成２２年９月末人口で算定）　　　人口９１，６６３人

�����������������������������������

５４円６，４３０円１，４８２円８８５円３，８０１円６９６円９７０円

������

内訳

２億４，３０９万７千円阿久根市負担金

５億４，９４０万４千円出水市負担金

１億５，７９０万８千円長島町負担金

（注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分
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��

�　

３
月
８
日（
火
）

　

午
後
６
時　

分
開
演

３０

��

�　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

�
�
�　

○「
パ
ラ
ン
ポ
ロ
ン
ピ
ロ
ロ
ー
ン
」

　

「
パ
ラ
ン
」
と
開
い
た
と
こ
ろ
か

ら「
ポ
ロ
ン
」と
落
っ
こ
ち
て
き
た
。

何
だ
ろ
？
こ
れ
は
何
だ
ろ
？
お
や

お
や
、
何
か
し
ゃ
べっ
て
る
。「
ピ

ロ
ロ
ン
」っ
て
言
っ
た
よ
。
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
人
形
た
ち
が
、
言
葉

遊
び
や
音
遊
び
を
繰
り
広
げ
る

お
話
で
す
。

○「
さ
る
か
に
ば
な
し
」

　

さ
る
か
に
話
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

さ
る
の
悪
役
ぶ
り
と
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
か
に
の
仲
間
た
ち

が
さ
る
を
や
っ
つ
け
る
作
戦
の

見
事
さ
に
あ
り
ま
す
。

�
�
�　

前
売
り
１
２
０
０
円

　

当
日
１
５
０
０
円

※
３
歳
以
上
は
有
料

�
�
�
�
�
�

　

鹿
児
島
県
子
ど
も
劇
場
協
議
会

　
（
�
○８２
 

２
５
７
０
）

　

豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
？

��

�　

３
月　

日（
日
）

２０

　

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

○
午
前
９
時　

分
か
ら
受
け
付
け

３０

開
始

※
雨
天
の
場
合
は
３
月　

日（
日
）

２７

に
延
期

��

�　

　

ち
く
り
ん
の
ひ
み
つ
き
ち「
ば

ん
ぶ
ー
る
」（
出
水
市　

大
川
内

高
牟
礼
）

��

�　

タ
ケ
ノ
コ
早
掘
り
体
験
、

竹
工
作
、
焼
き
い
も

�
�
�　

小
・
中
学
生
お
よ
び
保

護
者

��

�　

先
着　

人
３０

�
�
�　

３
０
０
円

�
�
�　

　

お
に
ぎ
り
、
タ
オ
ル
、
運
動
の

で
き
る
寒
く
な
い
服
装
、
帽
子
、

軍
手

○
当
日
は
温
か
い
豚
汁
を
準
備
し

ま
す
。

�
�
�
�　

３
月　

日（
土
）

１９

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

い
ず
み
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の

会
事
務
局（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
○６３
 

８

７
８
０
）

��

�　

３
月　

日（
水
）

３０

　

午
後
６
時　

分
開
演

３０

��

�　

市
音
楽
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�　

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ウ
プ
サ
ラ
大
卒
。

元
王
立
オ
ペ
ラ
劇
場
歌
手（
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）。　

現
在
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
声
楽
教
育
者
連

盟
会
長
を
務
め
る
ほ
か
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
教
会
で
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
お
よ
び
合
唱
指
導
者
を
務

め
る
。

�
�
�
�
�　

○「
浜
辺
の
う
た
」（
日
本
語
）

○
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
子
供
の
う

た
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
）

○「
我
、
汝
を
愛
す
」（
ノ
ル
ウ
ェ
ー

語
）ほ
か

　

ピ
ア
ノ
伴
奏

　

若
井（
志
賀
）和
子

�
�
�　

一
般
１
８
０
０
円　

学

　

生
・
子
供
千
円（
全
席
自
由
）

�
�
�
�
�
�

　

ツ
ェ
ツ
ィ
リ
ア
音
楽
研
究
所（
若
井
）

（
�
０
７
８－

８
８
２－

３
７

５
９
）

　

県
で
は
、
九
州
・
山
口
の
近
代

化
産
業
遺
産
群
に
つ
い
て
、
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
地
域
の
気
運

醸
成
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
近

代
化
産
業
遺
産
普
及
啓
発
・
地
域

づ
く
り
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
回
、
本

市
に
お
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、

聴
講
は
無
料
で
す
。

��

�　

３
月
３
日（
木
）午
後
６

時　

分
か
ら
同
８
時
ま
で

３０

��

�

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

　

出
水
か
ら
近
代
化
遺
産
を
考
え

る
○「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺

産
群
を
世
界
遺
産
に
」

　

か
ご
し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事

東
川
隆
太
郎

○「
鹿
児
島
県
の
戦
争
遺
産
〜
航

空
隊
関
係
を
中
心
に
〜
」

　

知
覧
特
攻
平
和
記
念
館
専
門
員

八
巻
聡

�
�
�
�
�
�

　

か
ご
し
ま
探
検
の
会

　
（
�
０
９
９－

２
２
７－

５
３

４
３
）

���������������������

���������������������

�

�

��

�
�
�
�
�
�
	

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
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�
�
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�
��

�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
��
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�

���������

����������
ちゅう

��������
いち

　３月２０日、２１日の両日、鹿児島三大市のひとつ、
「中の市」（別名「そば市」）が開催されます。
　当日は、いろいろなイベントが催されるほか、
約３００軒の露店が並びます。
　北薩の春の風物詩に、ぜひご来場ください。
　
���　
　３月２０日（日）、２１日（月・春分の日）
���　
　午前８時ごろから午後６時ごろまで
���　
　高尾野駅前商店街中心部
　※午前７時から午後７時まで車両進入禁止にご協力ください。
������
　中の市実行委員会（鶴の町商工会内）
　　（�８２－１０６５）
　高尾野支所産業建設課産業振興グループ
　　（�８２－５４２３）

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
な
ど（
短
期
大
学
、

大
学
院
、
修
業
年
限
２
年
以
上

の
教
育
施
設
お
よ
び
養
成
所
等

（
専
門
学
校
な
ど
）も
含
む
）に

在
学
す
る
者

②
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

健
康
で
あ
る
者

③
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
在

住
し
、
学
費
の
支
払
い
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
者

�
�
�
�
�
�
�
�
	

【
一
般
貸
与
奨
学
生（
本
市
の
奨

学
金
の
み
を
受
け
る
者
）】

○
高
等
学
校
生　

１
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校
生　

２
万
円
以

内
○
大
学
生
な
ど　

４
万
円
以
内

【
特
別
貸
与
奨
学
生（
本
市
以
外

の
奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

者
）】

○
高
等
専
門
学
校
生　

１
万
円
以

内
○
大
学
生
な
ど　

１
万
８
千
円
以

内
�
�
�
�
�
�

４
月
１
日（
金
）か
ら
５
月
２
日

（
月
）ま
で

�
�
�
�

所
定
の
願
書（
本
庁
教
育
総
務

課
お
よ
び
市
民
相
談
室
、
高
尾

野
教
育
支
所
生
涯
学
習
室
、
野

田
教
育
支
所
生
涯
学
習
室
で
３

月
１
日（
火
）か
ら
配
付
）に
推

薦
調
書
な
ど
を
添
え
て
、
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決

定
し
、
６
月
下
旬
ご
ろ
保
護
者

に
通
知
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
�
○６３
 

４
０
７
８
）

　

市
役
所
か
ら
は
年
間
を
通
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
通
知
文
書
等
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
発
送
に
使
用
す
る

封
筒
は
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方

の
目
に
触
れ
ま
す
の
で
、
企
業
の

宣
伝
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

３
月　

日（
金
）ま
で
に
、
電
話
、

２５

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
等

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
締
め
切
り
後
、
市
広
告
掲

載
基
準
を
も
と
に
審
査
し
、
決

定
し
た
後
に
掲
載
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

本
庁
総
務
課
行
政
係（
�
○６３
 

４

０
２
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
○６３
 

０
６
８

０
）

Ｅ
メ
ー
ル

som
uka_c@

city.izum
i.kagos

him
a.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�

������������������������������������������

���������������������

��

�

１枠の掲載料枠の規格募集枠掲載枚数封筒規格

９万円６�×２０�４枠４万枚角２封筒

８万５千円６．５�×９�２枠４万５千枚長４０封筒

１０万円８．５�×９�２枠４万５千枚長３封筒

平成２３年度市政モニターを募集
�

�����

◎市政に関して気づいたことや要望などの通信
　（郵送）
◎アンケートへの回答
　※通信費用は、市が負担します。
����

　平成２４年３月３１日まで
����　１４人
����　３月３１日（木）
����

　左記の応募用紙または郵便はがきに、①住所、②氏名
　（ふりがな）、③年齢、④電話番号、⑤応募の動機（簡
　単で結構です。）を明記の上、はがきの場合は表に「市
　政モニター応募」と記入して、郵送または直接持参し
　て応募してください。
� � �

　①モニター任期満了時に謝礼を差し上げます。
　②採用者の決定は、５月以降となります。
　③応募が多数の場合は、地区ごとの人数等を勘案して
　　選考します。
��������	

　本庁企画政策課広報統計係（�○６３ ４０３４）

市政モニター応募用紙

住　　 所

年　　 齢ふりがな

氏　　 名

電話番号

（応募の動機）
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鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
労
働
者

と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
や

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
目
的
に
、
県

内
す
べ
て
の
労
働
基
準
監
督
署
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
を
受
け
付
け
、
多
く
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

相
談
や
あ
っ
せ
ん
等
の
サ
ー
ビ

ス
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
は
不
要
で
、

匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

最
寄
り
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
は
、
川
内
労
働
基
準
監
督
署

内
の
相
談
コ
ー
ナ
ー（
薩
摩
川
内

市
若
葉
町
４
�　
　

�
０
９
９
６

２４

�
２
２
�
３
２
２
５
）で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
企

業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
の
お
役

に
立
つ
情
報
を
「
厚
生
労
働
省
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
と
し
て
配
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
登
録
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
hlw
.g

o.jp/

）か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）な
ど
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
税
務

署
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業

者
）の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利

で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場

合
ま
た
は
口
座
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と

で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

出
水
税
務
署（
�
○６２
 

０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

登
録
や
名
義
変
更
、
住
所
変
更
、

廃
車
の
手
続
が
お
済
で
な
い
方
は
、

３
月
末
ま
で
に
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
�

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕

作
業
用
、
そ
の
他
）な
ど
の
手
続

は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
で
、
軽
自
動
車（
６
６

０
�
以
下
）、
二
輪
小
型
自
動
車

（
２
５
０
�
超
）、
軽
自
二
輪
車

（
１
２
５
�
超
〜
２
５
０
�
以

下
）
な
ど
の
手
続
は
鹿
児
島
県
軽

自
動
車
協
会（
�
０
９
９
�
２
６

１
�
４
０
１
１
）で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
申

請
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成　

年
２３

度
以
降
は
一
度
申
請
を
さ
れ
る
と

翌
年
度
以
降
申
請
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
免
除
申
請
に
必

要
な
も
の
は
障
害
者
手
帳
、
車
検

証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
で
、
本

庁
お
よ
び
各
支
所
で
随
時
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
平
成　
２３

年
度
軽
自
動
車
税
の
受
付
期
限
は

４
月　

日（
月
）ま
で
と
な
っ
て
い

２５

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税

２２

の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
納
税
通
知
書
も
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

本
庁
税
務
課
課
税
係

（
�
○６３
 

４
０
３
１
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

グ
ル
ー
プ（
�
○８２
 

５
４
０
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

ル
ー
プ（
�
○８４
 

４
８
１
２
）

　

が
け
の
崩
壊
に
よ
り
市
民
の
生

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

住
宅
の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、

対
象
者
に
危
険
住
宅
の
除
却
や
安

全
な
場
所
へ
の
住
宅
建
設
に
要
す

る
経
費
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

○
昭
和　

年
８
月　

日
以
前
に
建

４６

３１

設
さ
れ
た
住
宅

○
高
さ
が
２
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、

勾
配
が　

度
を
越
え
る
が
け
に

３０

近
接
す
る
住
宅

�
�
�
�
�

○
除
却
等
費

危
険
住
宅
の
撤
去
費
お
よ
び
移

転
等
に
要
す
る
費
用

○
建
物
助
成
費

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建

設（
購
入
を
含
む
）、
土
地
取
得
、

敷
地
造
成
の
た
め
、
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の
借

入
金
利
息（
年
利
率
８
・
５
％

を
限
度
と
す
る
）相
当
額

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

本
庁
都
市
計
画
課

（
�
○６３
 

４
０
６
６
）

���������������������

���������������������

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�

���������������������

���������������������

���������������������

���������������������

�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
��
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

　

３
月　

日（
火
）

１５

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
納
付
期
限

　

３
月　

日（
木
）

３１

申
告
所
得
税
の
振
替
納
税
日

　

４
月　

日（
金
）

２２

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
振
替
納
税
日

　

４
月　

日（
水
）

２７

７８万円除　却　等　費

４４４万円建設および購入

建物助成費 ２０６万円土地取得

５８万円敷地造成
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移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

持
参
す
る
も
の

○
献
血
カ
ー
ド（
以
前
、
献
血
さ

れ
た
方
）

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書（
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
や

以
前
献
血
さ
れ
た
方
で
住
所
等

が
変
更
に
な
っ
た
方
）

�
�
�
�
�
�

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー（
０
９
９
�
２
５
７
�
３
１

４
１
）

い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予
防
係

（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

��

�　

３
月　

日（
木
）

１０

午
後
１
時　

分
か
ら
同
３
時
ま

３０

で
��

�　

市
中
央
公
民
館

小
ホ
ー
ル

��

�　

生
活
習
慣
と
肝
臓
病

��

�
お
か
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

岡
田
富
志　

先
生

�
�
�
�
�
�

保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
○６３
 

２
１
４
３
）

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

【
受
験
資
格
】
①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

５３

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
者

　
　
　
　
　
　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ
び
人
事
院
が

２４

　
　
　
　
　
　
　

同
等
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】　

４
月
１
日（
金
）か
ら
同
８
日（
金
）ま
で

【
第
１
次
試
験
】
５
月
１
日（
日
）

�
�
�
�
�
�
�

【
受
験
資
格
】
①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

５７

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
者

　
　
　
　
　
　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
・
短
大
・
高
専
を

　
　
　
　
　
　
　

卒
業
し
た
者
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お

２４

　
　
　
　
　
　
　

よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】　

４
月　

日（
月
）か
ら
同　

日（
水
）ま
で

１１

２０

【
第
１
次
試
験
】
６
月　

日（
日
）

１９

�
�
�
�
�

【
受
験
資
格
】
①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

５７

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
者

　
　
　
　
　
　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ
び
人
事
院
が

２４

　
　
　
　
　
　
　

同
等
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】　

４
月
１
日（
金
）か
ら
同　

日（
木
）ま
で

１４

【
第
１
次
試
験
】
６
月　

日（
日
）

１２

�
�
�
�
�
�
�

【
受
験
資
格
】
①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

５７

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
者

　
　
　
　
　
　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ
び
人
事
院
が

２４

　
　
　
　
　
　
　

同
等
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】　

４
月
１
日（
金
）か
ら
同　

日（
木
）ま
で

１４

【
第
１
次
試
験
】
６
月　

日（
日
）

１２

�
�
�
�

【
受
験
資
格
】
①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

５７

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
者

　
　
　
　
　
　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
・
短
大
・
高
専
を

　
　
　
　
　
　
　

卒
業
し
た
者
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お

２４

　
　
　
　
　
　
　

よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】　

４
月
１
日（
金
）か
ら
同　

日（
木
）ま
で

１４

【
第
１
次
試
験
】
６
月　

日（
日
）

１２

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
、
１
４
０
円
分（
国
税
専
門
官
に
つ
い
て
は
１
２
０
円

　

分
）の
切
手
貼
付
、
あ
て
先
・
請
求
試
験
名
明
記
）を
同
封
し
た
封
筒
に
、
請
求

　

す
る
試
験
名
を
朱
書
き
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係（
�
０
９
２
�
４
３
１
�
７
７
３
３
）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

種　類場　所受付時間日　程

４００ml

市役所本庁

午前９時３０分
から正午まで

３月４日（金）
午後１時から
同４時まで

中の市会場
（だいわ高尾
野店駐車場
入り口）

午前９時３０分か
ら午後４時まで

３月２０日（日）

�������������������	

試験日受付締切日採用対象募集項目

１次　５月２１日（土）
２次　６月２２日（水）から同２７
日（月）までの間の指定する１日

５月６日（金）
締切日必着

１８歳以上
２７歳未満の者
（平成２４年４月１日現在）

一般曹候補
生（男・女）

１次　５月１４日（土）
２次　６月１４日（火）から同１６
日（木）までの間の指定する日

５月６日（金）
締切日必着

２２歳以上２６歳未満
（大学卒業、平成２３年３月
卒業見込みの者）

一般幹部候
補生（男・
女）

４月１５日（金）から同１８日（月）
までのいずれか１日

４月６日（水）
締切日必着

１８歳以上
３４歳未満の者
（平成２３年７月１日現在）

予備自衛官
補

（一般公募）

４月１５日（金）から同１８日（月）
までのいずれか１日

４月６日（水）
締切日必着

１８歳以上で、保有する技能
に応じて５３歳以上５５歳未満
の者（Ｈ２３年７月１日現在）

予備自衛官
補

（技能公募）

��������	
��
��	��������������

������

本庁市民生活課生活環境係（�６３－４０４２）
自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所（�０９９６－２２－２４０１）
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������　出水保健所保健係（�６２－１６３６）

　

保
護
者
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

住
民
の
予
防
接
種
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
予
防
接
種
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
医
師

会
、
日
本
小
児
科
医
会
、
厚
生
労

働
省
の
主
催
に
よ
り
、「
子
ど
も

予
防
接
種
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
受

け
、
４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
・

就
職
等
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
協
力
医
療
機
関
に
つ
き

ま
し
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保

護
の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た
際（
４

月
中
配
達
）、
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
も
し
、

渡
せ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
後
日

回
収
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ（
�
０

１
２
０
�
５
０
６
�
３
０
９
）

�
�
�
��
�
��
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

鹿児島県では、年間５００人弱の方が自殺で尊い命を失っています。
働き盛りの５０代から６０代の男性の自殺が多く、経済や健康問題が原因になっている場合が多いです。
　あなたも自殺について考えてみませんか。

３月は自殺対策強化月間です

���������	
��
�
　　身近な人のこころのサインに気づいたら相談や受診をお勧めします。
○うつ病の症状
　気分が沈む、自分を責める、仕事の能率が落ちる、決断ができない、不眠が続く。
○原因不明の身体の不調が長引く。
○飲酒量が増える。
○安全や健康が保てない。（自分の健康に配慮しない）
○仕事の負担が急に増える。大きな失敗をする。
○職場や家庭でサポートが得られない。
○本人にとって価値のあるもの（職、地位、家族、財産）を失う。
○重症の身体の病気にかかる。
○自殺を口にする。
○自殺未遂に及ぶ。

��������	
��
����
　身近な人が突然、自殺で亡くなったとき遺された人達にはさまざまなこころの問題が現れます。ご遺族のための語
り合い、支え合いの場として「こころつむぎ」の会を鹿児島県精神保健福祉センターで行っています。

��������	
��
���
○自殺は個人的な問題ではありません。
　自殺問題の背景には、さまざまな社会的要因があることから、社会全体で総合的な対策に取り組む必要があります。
○自殺は「避けられる死」と言われています。
　自殺を考えるまで追い込まれている人は、事前に何らかの予告や救いのサインを出しています。自殺のサインに気
　づいたら専門家に相談することが大切です。
○自殺について話をすることは、自殺を助長することではありません。
　悩みや自殺への思いを打ち明けられた時、本人の気持ちを尊重し真剣に受け止めることが、衝動的な行動を思いと
　どまらせ自殺の危険を減少させます。

��������	
��
���

　２月１９日、１枚の手紙が添えられて、来年度入学

の小学校新１年生全員（約５２０人）に、鉛筆１本と

ノート１冊のプレゼントが届きました。全国を駆け

回っているタイガーマスク（伊達直人）運動の一環の

ようです。

��������	
��

����������	
����
�
������

���������	
��
��
�
�����

���������	
��
����
������

��������	
��
����
�����

��������	
���
����������
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出
水
市
健
康
増
進
計
画
「
健

康
い
ず
み　

」
の
６
つ
の
健
康

２１

づ
く
り
の
領
域
の
中
で
、
今
回

は
「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
本
市

の
現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ

ン
・
タ
ー
ル
・
一
酸
化
炭
素
な

ど
の
発
が
ん
や
老
化
な
ど
を
も

た
ら
す
有
害
物
質
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
が
ん
を
は
じ
め
心

臓
病
・
脳
血
管
疾
患
・
呼
吸
器

疾
患
・
歯
周
疾
患
な
ど
、
多
く

の
病
気
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
副
流
煙（
周
囲
に
流

れ
る
煙
）に
有
害
物
質
は
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
た
ば
こ
を
吸
う

人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
の
健

康
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

　

未
成
年
者
の
喫
煙
は
、
成
人

よ
り
も
健
康
へ
の
影
響
が
大
き

い
ば
か
り
で
な
く
、
薬
物
常
用

へ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

み
る
と
、
た
ば
こ
を
吸
う
割
合

は
、
男
性　

％
、
女
性　

％
弱

３０

１０

あ
り
、
年
代
別
で
は　

歳
代
の

４０

喫
煙
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
未
成
年
者
の
喫
煙
経
験
は

中
学
生
４
・
３
％
、
高
校
生
に

な
る
と　

％
を
超
え
て
い
ま
す
。

１０

た
ば
こ
が
影
響
を
与
え
る
病
気

に
つ
い
て
の
周
知
度
は
、
年
代

が
高
く
な
る
ほ
ど
低
く
、
疾
患

別
の
周
知
度
は
、
肺
が
ん
・
気

管
支
炎
は
高
い
も
の
の
、
そ
の

他
の
疾
患
に
つ
い
て
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
健
康
被
害
に
つ
い

て
若
い
頃
か
ら
関
心
を
持
ち
、

知
識
を
深
め
る
こ
と
や
、
積
極

的
に
禁
煙
・
受
動
喫
煙
防
止
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

み
ん
な
で
た
ば
こ
の
健
康
被

害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　�

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　�

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　�

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　� 57
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�
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　日本アルコール産業株式会社、通称J．alco出
水工場は、昭和１３年に操業を開始し、今日ま
で７３年の歴史をもつ企業です。
　主に工業用アルコールの製造・販売を行っ
ていますが、最近では国内産糖みつを原料と
するアルコール製造工程で生成する濃縮液を
利用した有機入り液体肥料やアルコールを
使った手指の消毒剤などの商品も販売するな
ど、営業にも視野を広ろげています。
　有機入り液体肥料は「たわわ８０シリーズ」
として６種類の商品があり、農産物全般の発
育期から収穫期まで幅広く利用されています。
（ＪＡで販売中）
　アルコールを使った商品には手指消毒剤
「キビキビ」や除菌の消臭剤「Ｑｉｂｉｏ」

（キッチン用、ベッドルーム用）等が
あります。

※１月７日、
家庭用消毒
剤２６５，０００本
を本市へ寄
付されまし
た。

���������	
��
����
���������	
��
��

事業概要：工業用アルコールの製造・販売
主要品目：トレーサブル９５　１級、トレーサブル９９
　　　　　１級、手指消毒剤キビキビなど
操　　業：１９３８（昭和１３）年４月
資 本 金：３０億円
従業員数：３０人（本工場内本年２月末）
所 在 地：出水市昭和町６０番１８号
連 絡 先：（０９９６）６２－０４８６

　株式会社マツバラは自然の恵みを大切にタ
ケノコ、ホウレン草、さつまいも等、旬の味
をそのままにおいしさと品質を追求した商品
づくりに努めている企業です。
　消費者の皆さまにとってもっとも大切であ
る「安心と安全」を徹底した衛生管理のもと
に提供しています。商品は業務用が主体であ
り、長い経験と実績は学校給食や外食産業界
から高い評価をもらい北海道から沖縄まで全
国各地に出荷しています。
　工場は日本冷凍食品協会の認定工場であり
手作業と機械化の配分を探求しながら鮮度と
品質の向上に取り組んでいます。
　「安心と安全」「顧客第一主義」を社訓とし
ています。

��������	
��������	
事業概要：缶詰・瓶詰食品製造　食品の冷凍・冷蔵業

（冷凍食品認定工場）
主要品目：筍缶詰・半加工たけのこ・ほうれん草・さ

といも・さつま芋ほか
操　　業：１９６４（昭和３９）年４月
資 本 金：１，０００万円
従業員数：８０人（本年２月末現在）
所 在 地：出水市高尾野町大久保３８１６番４２号
連 絡 先：（０９９６）８２－３３８３

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２３

料
が
、
１
万
５
０
２
０
円
に
な
り

ま
す
。

　

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に

よ
っ
て
、
お
得
な
割
引
料
金
も
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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最
近
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
流

れ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
と
通
常
の

携
帯
電
話
と
の
違
い
に
つ
い
て
、

今
月
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、
掲
載

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
根
本
的
な
違
い
を
説
明

し
ま
す
。
通
常
の
携
帯
電
話
は
、

各
携
帯
電
話
事
業
者
と
メ
ー
カ
ー

が
一
緒
に
商
品
を
企
画
し
、
決
め

ら
れ
た
仕
様
に
基
づ
き
、
各
業
者

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
合
う
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
、
汎
用
的
な
基
本
ソ
フ
ト

（
Ｏ
Ｓ
）を
採
用
し
、
そ
こ
に
「
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
追
加
し
て

い
く
こ
と
で
多
機
能
な
携
帯
電
話

を
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
通
常
の
携
帯

電
話
機
が
「
専
用
機
」
と
し
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
使
う
人
が
自
由

に
設
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
パ
ソ
コ
ン
」
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

次
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機

能
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
通
話
機
能

　

通
話
は
通
常
の
携
帯
電
話
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
着
信
拒
否
や
着

信
転
送
、
赤
外
線
通
信
機
能
な
ど

が
利
用
で
き
な
い
機
種
が
一
部
あ

り
ま
す
。

●
メ
ー
ル
機
能

　

主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル

を
使
用
し
ま
す
。
通
常
の
携
帯
電

話
の
よ
う
な
ケ
ー
タ
イ
メ
ー
ル
を

使
用
で
き
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能

　

パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
閲
覧
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
携
帯
業
者
の
公
式
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
、
料
金
面
の
違
い
を
解

説
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�

�

�

�

�

�

�
�
�　

３
月　

日（
木
）

２４

��

�　

高
尾
野
支
所
２
階
会
議

室

��

�

　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後
０
時　

１０

１５

分
ま
で

　

▼
午
後
１
時
か
ら
同
３
時
ま
で

��

�　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
等

�
�
�　

川
内
年
金
事
務
所
職
員

※
な
お
、
込
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際

は
、
年
金
手
帳（
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
）、
年
金
証
書

等
の
他
、
相
談
者
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
代

理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ

る
際
に
は
、
委
状
が
必
要
に

な
り
ま
す
）

〈
出
水
地
区
年
金
相
談
〉

�
�
�　

４
月　

日（
木
）

２１

��

�　

本
庁
３
階
大
会
議
室

��

�

　

▼
午
前
９
時　

分
か
ら
正
午
ま

４０

で

　

▼
午
後
１
時
か
ら
同
３
時　

分
４０

ま
で

��

�　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
等

�
�
�　

川
内
年
金
事
務
所
職
員

予
約
受
付

　

▼
受
付
期
間　

３
月　

日（
金
）

１８

か
ら
４
月　

日（
木
）ま
で

１４

　

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
３０

か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

▼
予
約
方
法

　
　

電
話
ま
た
は
直
接
、
本
庁
市

民
生
活
課
住
民
年
金
係（
�

６
３
�
２
１
１
１
）へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い

　

▼
申
込
の
際
、
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
内
容

　

・
相
談
者
の
氏
名
・
基
礎
年
金

番
号（
ま
た
は
生
年
月
日
・

住
所
）

　

・
相
談
内
容

　

・
連
絡
先

　

・
そ
の
他（
必
要
に
応
じ
て
配

偶
者
の
氏
名
等
）

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������
����������
����������
����������

�
�
�
�

����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
２
１
１
１
）

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
	

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

��������	�
��
���������
����������

１２ヵ月分６ヵ月分１ヵ月分
平成２３年度

割引額保険料額割引額保険料額割引額保険料額

－１８０，２４０円－９０，１２０円－１５，０２０円
毎月納付（納付書によ
る現金納付および翌
月末振替の口座振替）

６００円１７９，６４０円３００円８９，８２０円５０円１４，９７０円当月末振替の口座振替

１，４６０円１７８，７８０円７３０円８９，３９０円－－６ヵ月前納（現金納付）

２，０４０円１７８，２００円１，０２０円８９，１００円－－６ヵ月前納（口座振替）

３，２００円１７７，０４０円－－－－１２ヵ月前納（現金納付）

３，７８０円１７６，４６０円－－－－１２ヵ月前納（口座振替）

��������	��
��
��
○月・火・木・金曜日

　午前９時３０分～午後４時（正午から午後１時までを除く）

　本庁市民生活課内（�６３－２１１１ 内線135）

○水曜日

　午前９時３０分～正午

　野田支所市民福祉課内（�６３－２１１１ 内線741）

○水曜日

　午後１時３０分～同４時

　高尾野支所市民福祉課内（�６３－２１１１ 内線453）
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図書館だより�図書館だより�図書館だより�

図書館員おすすめの本�図書館員おすすめの本�

��������
●　「ダメ！」　　いもとようこ　文・絵
●　「めいたんていポアロン」　　三田村信行　著
●　「ねむくなんかないっ！」　　ジョナサン・アレン　作・絵
●　「みんな　すてき！」　　レオ・ティマース　作・絵
●　「バムとケロのもりのこや」　　島田ゆか　作・絵
●　「ぐりぐりくん」　　五味太郎　作・絵
●　「かんたんせんせいとバク」　　斉藤洋　作
●　「理科室の日曜日」　　村上しいこ　作
●　「りんごがコロコロ　コロリンコ」　　三浦太郎　作・絵
●　「木いちごの王さま」　　サカリアス・トペリウス　原作

・・・等
���������
●　「滅びの花園」　　赤川次郎　著
●　「国際問題がわかる！世界地図の読み方」　　池上彰　著
●　「ある小さなスズメの記録」　　クレア・キップス　著

・・・等
����
●　「永遠」　　小手鞠るい　著
●　「盤上のアルファ」　　塩田武士　著【小説現代長編新人賞】
●　「たぶらかし」　　安田依央　著【小説すばる新人賞】
●　「六月の輝き」　　乾ルカ　著
●　「女子芸人」　　神田茜　著【新潮エンタテイメント大賞】
●　「田辺聖子の古典まんだら　上・下」　　田辺聖子　著
●　「発光地帯」　　川上未映子　著
●　「ジョン・マン　波濤編」　　山本一力　著
●　「おしまいのデート」　　瀬尾まいこ　著
●　「トスモイ」　　高樹のぶ子　著【川端康成文学賞】
●　「村上春樹雑文集」　　村上春樹　著
●　「天皇さんの涙」　　阿川弘之　著
●　「こちらあみ子」　　今村夏子　著【太宰治賞】
●　「本に埋もれて暮らしたい」　　桜庭一樹　著
●　「純平、考え直せ」　　奥田英朗　著

・・・等

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����

���������	


��������	
��
����

近江　哲史　著
日本アソシエーツ

�����

��������

���������	

安岡　定子　著
講談社

　シニア世代に限らず、
“図書館に行くのはどうも
苦手”と思っておられる方
に、ぜひ一読してほしい本
です。暇つぶしに出かける
もよし、本を買う前に図書
館で下読みするもよしと、
図書館との「つき合い方」
のあれこれを、利用者の立
場から書いてあります。
　「ちょっと図書館に行っ
てくるよ」とその気にさせ
てくれる本です。

　「論語」は心の伴奏者！漢
学者の故安岡正篤の孫である
著者は「この本は論語のすば
らしさを知ってもらうための
いわば入口です。子どもたち
の心に響く言葉がたくさんあ
ります。
　一生の宝となるような言葉
をみなさんが見つけてくれた
らいいな」と紹介されていま
す。２５００年も前の大思想家、
孔子のことばを１０代の子ども
たち向けに集めた名言集です。

���������	
��
����

���
�����������

���

１日
１５日

１０：００～１０：２０西之口団地公民館
����
���

１４：３０～１４：５０ラ・フォンテいずみ
１５：００～１５：２０鹿島公民館

２日
１６日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

����
���

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：１０～１４：３０茶円堀住宅

３日
１７日

９：４０～１０：００鶴亀タウン
����
���

１０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場
１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

４日
１８日

９：４０～１０：００栗毛野公民館
����
���
�

１０：１０～１０：３０江川野公民館
１０：４５～１１：０５内野々下公民館
１４：１０～１４：３０菅原神社（荘上・荘下）

８日

９：５０～１０：１０千本付住宅広場

����
���

１０：２０～１０：４０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：５５～１５：１５ウッドタウン公民館

９日
２３日

９：５０～１０：１０元町公民館����
��� １０：２０～１０：４０今釜西公民館

１０日
２４日

１０：４０～１１：００受口公民館
����
���

１４：１０～１４：３０屋地公民館
１４：４０～１５：００熊野神社前

１１日
２５日

１４：１０～１４：４０鶴水園����
��� １５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

���������	

３月のおはなし会・親子読書会

������� � � �

１日～１８日
（空調工事のた
　め臨時休館）
２２日、３１日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

������
����������

４日、１１日、１８日
２１日、２５日、３１日

　午前９時～午後６時

������
����������

４日、１１日、１８日
２５日、３１日

�����
����������

○中央図書館　【おはなしのへや】
２３日（水）、３０日（水）

���
午後４時から

○高尾野図書館　【おはなしのへや】
７日（月）、１４日（月）、２８日（月）

���
午後４時から

○野田図書館　【おはなしのじかん】
３日（木）、１０日（木）、１７日（木）、２４日（木）

���
午後４時から

○高尾野図書館　親子読書教室　【すくすく】
８日（火）

���
午前１０時３０分から

○中央図書館　【だっこＤＥえほん】
２６日（土）

���
午前１０時から
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��������
��������� ��������

����������

２８人
（－２０）

０人
（－１）

２３件
（－１３）

� � �

����

２８人
（－２０）

０人
（－１）

２３件
（－１３）

�����
� � �◇　ワイヤー錠等によるツーロックをしましょう。�

◇　短時間でも自転車を離れるときは確実にカギ�
　　をかけましょう。�
◇　防犯登録をしましょう。（自転車店等でできます）�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

　平成22年中に46件の自転車盗難がありました。�
これは盗難届のあったもので、実際はもっと多く
の自転車が盗まれています。�
　46件の内、無施錠自転車が29件です。�
　盗難にあった場所は、自宅、スーパーや駅の駐
輪場などさまざまです。�

　補導・検挙数ともに大きく減少しました。大変喜ばしいこ
とです。�
　今後も家庭を中心に地域・学校・関係機関が協力して青少
年の健全育成に取り組みましょう。�

青少年の補導・検挙状況�
警察官Ａ募集�
　　（大学卒）�

　平成22年中（１月～12月）の出水市における青少年の補導、
検挙状況は次表のとおりでした。�
　　補導総数は104人で、昨年比84人減と大幅に減少�
　　補導行為別では、喫煙・深夜徘徊が大幅減少�
　　学識別でも、中・高校生、有職・無職少年等すべてで減少�
　　男女別では、女子が３人に激減�
　　犯罪行為で検挙（補導）された青少年は23人で11人減少�
　　罪種別では万引きと自転車盗で14人検挙（補導）�

△
�△
�

△
�

△
�

△
�

青少年の補導状況（平成22年中）（）内は内数で女子�

青少年の犯罪行為検挙（補導）人数（平成22年中）�

出水市防犯協会63-1500

「深夜徘徊」「喫煙」と「万引き」を�

　　しないように指導しましょう。�

自転車を盗まれないために�

窃　　　　　　盗�

自転車�

小学生�

１（０）�

１（０）�

７（０）� ７（０）� ２（０）�

２（０）�

１（０）�＋　１（±０）�

－３６（－７）�

－４９（－25）�

＋　１（＋１）�

－　２（＋０）�

＋　１（±０）�

－８４（－31）�

１（１）�

７０（２）�

１０４（３）�

３１（０）�

０（０）�

１（０）�１（０）�

９（０）�

１（０）�

＋1（±0）� －34（－8）�－23（－15）�－14（－2）�－14（－6）� ±0（±0）� －84（－31）�

１（１）�

１５（０）� ３１（１）� １４（１）�

２２（１）�４４（１）� １６（０）�

１２（０）�

１９（１）�

３（０）�

飲　酒�

喫　煙�

深夜徘徊�

怠　学�

暴走行為�

そ の 他�

前 年 比�

計�

中学生� 高校生� その他� 計� 前 年 比�有 職� 無 職�

４� ０� １０� １� １５� ２� １� １� ４� ２３� －１１�

万引き� 置引き�
その他� 計� 前年比�

計�単 車�
暴 行�傷 害�詐 欺�

　昭和55年４月２日～平成６年４月 
　１日に生まれた者で、４年制大学
　を卒業した者もしくは平成24年３
　月末までに卒業見込みの者または
　これらと同等の資格があると人事
　委員会が認めるもの�
�
　５月８日（日）�
�
　配布開始日：２月22日（火）�
　配布場所：鹿児島県警察本部警務
　　　　　　課または県内各警察署
　　　　　　および鹿児島県人事委
　　　　　　員会事務局�
�
　３月30日（水）～４月15日（金）�
�
　県警察本部警務課採用係�
　　（099）206-0110（内線 2636）�

◇　受験資格等�

◇　第一次試験�

◇　試験案内・受験申込書配布�

◇　申込受付期間�

◇　問い合わせ先�

問い合わせは�
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　１月７日、市文化会館で文化会館リニューアル記

念事業ウィーン・シュトラウス・フェスティヴァル

・オーケストラを開催しました。

　会場全体に響き渡る本場ワルツやポルカのすばら

しい音色や軽妙なパフォーマンスに、会場内は大き

な感動と興奮に包まれていました。

　１月１２日、毎年恒例の新春百人一首カルタ大会が、
出水商業高校で開催されました。
　試合はチームがお互いに５０枚ずつの札を並べ、持
ち札が早くなくなった方が勝ちという源平戦と呼ば
れる競技方法で行われ、生徒らは日々暗唱を繰り返
してきた歌が詠みあげられると真剣な表情で札を取
り合い、白熱した戦いが繰り広げられました。

　１月３日から１０日にかけて、市内の多くの地区で
無病息災を祈る鬼火たきが行われました。
　鬼火たきは竹などで組んだやぐらを燃やして厄を
払う正月の伝統行事。
　やぐらに火を付けると瞬く間に空を焦がし、参加
者からは歓声があがりました。
　残り火で焼いた餅をほおばる参加者の声と竹が燃
えてはじける音が澄んだ夜空に響き渡っていました。

　文化財防火デーに合わせて、１月２２日、野田町下
名の感応禅寺で防火訓練が行われました。
　警鐘通報から放水、文化財を安全な場所への搬出
と、住職をはじめ参加者らは迅速な動きで訓練に取
り組んでいました。
　感応禅寺は県指定文化財である 十一  面  千  手  観  音  像 

じゆういち めん せん じゆ かん のん ぞう

・ 脇  立  四  天  王  像 や 絹  本 
わき だち し てん のう ぞう けん ぽん

 着 
ちゃく

 色 
しょく

 雲  山  和 
うん ざん お

 尚 
しょう

 像 など貴重な文
ぞう

化財を保有しています。

　１２月１９日、文化会館リニューアル記念式典を開催
しました。式ではテープカット等が行われた後、こ
けら落としとして出水中央高等学校吹奏楽部による
記念演奏があり、すばらしい演奏を披露しました。
　また、午後からはオープニングイベントとして出
水音楽祭が行われ、器楽合奏や合唱など１７団体、約
３４０人が日頃の練習の成果を発表し、訪れた多くの
市民から大きな拍手が送られていました。
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　１２月２６日、高尾野青年団（桐野貴広団長）が「ず
っとそばに」というそば打ちを企画し、打ったそば
を近所や親族に配りました。
　これは、同青年団が団の活動や団員を支えてくれ
た人に感謝の気持ちを伝えようと毎年行っているも
ので、今回で４回目。
　打ちたてのそばをもらった人からは、笑顔がこぼ
れていました。
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　１月２２日、出水市防衛協会（渋谷俊彦会長）主催

の陸上自衛隊第８音楽隊演奏会が市文化会館で開

催されました。

　鹿児島民謡、アニメ、クラシック、ポップス、演

歌、軍歌とさまざまなレパートリーで観客の耳を

楽しませていました。

　１月２６日から活発な噴火活動を繰り返している鹿

児島、宮崎県境にある霧島連山・新燃岳の噴煙が同

２７日、本市からも肉眼で確認できました。

　本市から新燃岳まで直線距離で約５４キロ。

　噴煙の高さは火口から２５００メートル以上に達し、

不気味な色で空に突き出していました。
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　「鹿児島まるごと味わう学校給食」週間に合わせ、
１月２６日、県産黒豚を使用した、豚肉とさつまいも
のレモン煮が江内小学校などの学校給食の献立に登
場。
　使用された黒豚２頭は、学校給食の残食等を毎日
無償で引き取りをしている上口哲実さん（養豚業）
が無償で提供したものです。
　子どもたちはおいしそうに地元のすばらしい食材
を味わっていました。

　１月２８日、福祉関係の事業所と求職者の面談会が

市中央公民館で開催されました。

　市内外１４の福祉・介護の事業所が面談窓口を開設。

　求職者は事業所面談者に施設の概要、業務内容、

採用条件などを注意深く確認していました。

　出水平野で越冬したツルが、繁殖地のシベリアな
どへ帰る北帰行が、２月１日始まりました。
　県ツル保護会によると、第１陣マナヅル４羽が午
前１１時前に荒崎休遊地を高く旋回しながら舞い上が
って北西へと飛び去ったのを確認。
　鳥インフルエンザ感染が確認され、観察センター
休館など警戒が続く中での北帰行となりました。３
月末ごろまで北帰行は続きます。
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　石原義孝さん（掛腰自治会）が交通栄誉章緑十字

金章を受賞し、２月２日、市長に報告しました。

　石原さんは永年、出水地区交通安全協力の役員と

して自ら街頭指導、交通安全キャンペーン等のボラ

ンティア活動を積極的に推進し、地域における交通

安全活動に貢献された功績を認められたものです。
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　鹿児島県予選で見事３位になり、３月１８日から２０
日まで佐賀市で開催される第２１回全九州小学生選抜
ソフトボール大会に出場する野田ソフトボールスポ
ーツ少年団（尾野丈志監督）が、２月４日、出場報
告を市長へ行いました。
　市長の激励に対し、選手らは大会にむけての決意
を述べました。
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　２月５日、６日に東京で開催されたストップ温暖
化大賞－低炭素杯２０１１－低炭素地域づくり全国フォ
ーラムに鹿児島県代表で出場した六月田下自治会
（松田正幸自治会長）が、見事環境大臣賞準グラン
プリを受賞しました。
　フォーラムには全国から４７団体のエントリーがあ
り、各団体の取り組みが紹介されました。
　同自治会が受賞した地球温暖化防止の取り組みの
詳細は次号でお知らせします。
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１
月　

日
に
第　

回
県

３０

２４

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走

大
会
が
霧
島
市（
霧
島
市
隼

人
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
全
６
区
間

　

・
０
９
７
５
�
の
コ
ー

２１ス
）で
行
わ
れ
、
出
水
地
区

チ
ー
ム
が
堂
々
３
位
入
賞

（
Ａ
ク
ラ
ス
３
位
）を
果
た

し
ま
し
た
。

　

選
手
は
年
末
か
ら
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
ニ

ュ
ー
ス
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い

早
春
の
霧
島
路
を
駆
け
抜

け
、
出
水
市（
出
水
地
区
）

に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
「
が
ん

ば
れ
！
出
水
」
の
文
字
が

あ
り
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
社
会
人
の

瀬
�
・
新
甫
両
選
手
が
粘

り
の
力
走
を
見
せ
る
中
、

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実

力
を
誇
る
中
原
・
野
添
・

田
山（
満
）・
安
富
の
４
選

手
が
持
ち
味
の
走
り
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
見
事
第

３
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
温
ま
る

ご
声
援
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（１時間１０分２５秒）地区チーム肝　属優　勝

（１時間１１分１４秒）〃鹿児島準優勝

（１時間１４分１２秒）〃出　水第３位

（１時間１４分２８秒）〃川　辺第４位

（１時間１４分４０秒）〃曽　於第５位

（１時間１６分３０秒）〃姶　良第６位

（１時間１７分０５秒）〃大　島第７位

（１時間１７分１６秒）〃川　薩第８位

（１時間２０分１４秒）〃日　置第９位

（１時間２０分２１秒）〃伊　佐第１０位

（１時間２０分３４秒）〃熊　毛第１１位

（１時間２０分５３秒）〃揖　宿第１２位

【区間賞】
野添佑莉選手（第３区）
安富美希選手（第６区）
【敢闘賞】
田山満理選手
【永年出場賞】
黒田安名監督（１０回出場）

������
������

１区
中原　海鈴
（神村学園高等部１年）
２区
瀬�　　香
（出水総合医療センター）
３区
野添　佑莉
（出水中２年）
４区
田山　満理
（神村学園高等部３年）
５区
新甫さなえ
（米ノ津東小）
６区
安富　美希
（神村学園高等部２年）
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（
出
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

濱　

田　
 
麗 　
 
奈 　

（
遼
・
明
日
香
）

れ 

な

椎　

葉　
 
美 　
 
咲 　

（
正
明
・
香
代
）

み 

さ
き

三　

浦　
　
 
悠 　
　

（
大
幸
・
亜
希
子

）

は
る

松　

本　
 
奈  
 々 
聖 　

（
修
一
・
裕
子
）

な 

な 

せ

石　

原　
 
夕 　
 
凪 　

（
広
樹
・
育
美
）

ゆ 

な

上　

井　
　
 
天 　
　

（
竜　

太
）

そ
ら

山　

中　
 
心 　
 
美 　

（
裕
己
・
勝
子
）

こ
こ 

み

松　

木　
 
颯 　
 
斗 　

（　

豊　

）

は
や 

と

諏　

訪　
 
蒔  
桜  
里 　

（
和
憲
・
陽
子
）

し 

お 

り

西　

本　
 
心 　
 
優 　

（
一
也
・
芳
代
）

み 

ゆ

福　

田　
 
恋 　
 
花 　

（
定
信
・
鮎
）

れ
ん 

か

迫　

田　
 
琉 　
 
生 　

（
貴
宏
・
み
ど
り

）

る 

い

楠　

元　
 
詩 　
 
乃 　

（
洋
平
・
理
映
子

）

し 

の

宮　

内　
 
莉 　
 
央 　

（
孝
彰
・
幸
）

り 

お

東　

條　
 
結 　
 
人 　

（
勇
希
・
里
歩
）

ゆ
い 

と

谷　

口　
 
知 　
 
隆 　

（
竜
太
・
祥
子
）

と
も 

た
か

土　

持　
 
絢 　
 
慎 　

（
正　

明
）

け
ん 

し
ん

橋　

間　
 
航 　
 
希 　

（
尚
希
・
ゆ
き
み

）

こ
う 

き

吉　

田　
 
佑 　
 
香 　

（
信
隆
・
春
香
）

ゆ
う 

か

油　

木　
 
琥  
太  
郎 　

（
大
作
・
美
穂
）

こ 

た 
ろ
う

嵜　

川　
 
夢 　
 
月 　

（
哲
也
・
昌
代
）

ゆ 

づ
き

松　

元　
 
虹 　
 
花 　

（
芳　

朗
）

な
な 

か

林　
　
　
 
奈 　
 
央 　

（
健
一
郎
・
真
紀

）

な 

お

中　

村　
 
梨 　
 
緒 　

（
淳
也
・
さ
お
り

）

り 

お

竹　

平　
 
莉 　
 
那 　

（
優
介
・
麻
依
）

り 

な

内　

野　
 
拓 　
 
真 　

（
公
一
・
香
澄
）

た
く 

ま

肱　

岡　
 
真 　
 
礼 　

（
智
行
・
奈
津
紀

）

ま 

ひ
ろ

中　

村　
 
友 　
 
俐 　

（
誠
一
・
明
子
）

ゆ
う 

り

戸　

田　

さ
く
ら　

（
修
二
・
め
ぐ
み

）

奥　

平　
 
愛 　
 
梨 　

（
洋
三
・
鳴
美
）

あ
い 

り

今　

林　
 
彩 　
 
姫 　

（
優
一
・
加
奈
子

）

さ 

き

浦　
　
　
 
鈴 　
 
華 　

（
直
樹
・
奈
央
子

）

り
ん 

か

椎　

原　
 
汰 　
 
樹 　

（
龍
飛
・
亜
沙
美

）

た
い 

き

樗　
　
　
 
綾 　
 
菜 　

（
健
志
・
里
恵
）

あ
や 

な

牧　

野　
 
留 　
 
佳 　

（
孝
治
・
美
保
子

）

る 

か

登
野
城　
 
花 　
 
菜 　

（
典
孝
・
育
美
）

か 

な

樫　

平　
 
鋼 　
 
志 　

（
竜
也
・
恵
）

ご
う 

し
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（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

小
田
平　

眞　

一　
　
　

日
添

８０

内　

野　

セ　

ツ　
　
　

石
坂
・
高
尾
野

９１

折　

橋　

則　

男　
　
　

岩
元

５５

川　

畑　
　

薫　
　
　
　

宮
之
元

８１

岩　

下　

セ
ツ
子　
　
　

諏
訪
馬
場

７５

金　

子　

真　

一　
　
　

上
り
立

３６

谷　

上　

�　

信　
　
　

豊
原

７５

田　

中　

ソ　

デ　
　
　

名
古
西

９２

中　

上　

ツ　

ナ　
　
　

江
川
野

９２

丸　

内　

シ　

ズ　
　
　

花
立
西

８６

益　

田　

ヨ
シ
子　
　
　

花
立
東

８３

表　

迫　

冨
士
夫　
　
　

柴
引

６３

尾　

�　

信　

義　
　
　

木
牟
礼

８３

香
典
返
し
寄
付
〈
敬
称
略
〉

小
田
平　
　

豊　

（
日
添
）

中　

道　

五　

夫
（
地
蔵
）

岩　

下　

彰　

秀
（
阿
久
根
市
）

谷　

上　

洋　

子
（
豊
原
）

川　

畑　

フ
ク
エ
（
宮
之
元
）

中　

上　
　

剛　

（
江
川
野
）

丸　

内　

春　

男
（
花
立
西
）

益　

田　
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、次のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。
○��������	
��
����
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児］：小児科当番医（午前１０時～正午）

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������

� � � � � ��

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］１（火）

�○６２ ０４１９諏訪馬場精神・内科出水病院［夜］３（木）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］４（金）

�○８４ ２００５田多園内・外・小児科来仙医院［当］

６（日）

�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［当］

�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○６２ ０１６７栄町内・小児科二宮医院［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］

８（火）

１０（木）

１１（金）

�○６２ １５５９春日町産・婦人科広瀬産婦人科医院［当］

１３（日）

�○６２ ２３１１千本付脳神外・脳神内科さくら通りクリニック［当］

�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外科山田クリニック［当］

�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］

�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［児］

�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［夜］１５（火）

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］
１６（水）

１７（木）

�○８２ ００４８大和消化・内科恒吉医院［当］

２０（日）

�○６３ ２３３３井上循環器・内科三慶医院［当］

�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］

�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○６３ ７７０７向江小児科キッズクリニック［児］

�○６２ ８８０１西町整外科平田整形外科クリニック［当］

２１（月）
�○８４ ２０２３仮屋内科野田診療所［当］

�○７３ ３６３９（阿久根市）内・外科林胃腸科外科［当］

�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］
２３（水）

２４（木）

�○６２ ０００９広瀬産・婦人・内科白男川クリニック［当］

２７（日）

�○６３ ７０１１春日町内・消化・放射線科おかだクリニック［当］

�○７２ １０４１（阿久根市）整外科植村整形外科［当］

�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［当］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○６４ １５００鹿島小児科こどもクリニック永松［児］

�○６７ １６１１早馬出水総合医療センター［夜］

２９（火）

３０（水）

３１（木）
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表 郷 西�63－4618歯 科こ じ ま 歯 科 医 院

東 大 野 原�63－6678マ リ ン 薬 局

�����

朝 日 町�62－0978歯 科福 留 歯 科 医 院

千 本 付�68－7000さ く ら ん ぼ 薬 局

�����

麓(高尾野)�64－2151歯 科北 園 歯 科 医 院

渡 瀬 口�62－8813タ カ ラ 調 剤 薬 局

�����

八幡(出水)�63－0393歯 科お て き 歯 科 医 院

桜 町�62－6070ひ ま わ り 薬 局

仮 屋�84－2856野 田 調 剤 薬 局

�����

米ノ津駅通り�67－5844歯 科し お 歯 科 医 院

栄 町�62－0998ト ク モ ト 薬 局

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。

３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
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携帯電話
（０９０－７１５４－７４９０）

�８２－５０４５三和メンテ

携帯電話
（０９０－７３９７－７８９８）

�６７－３４０５ヤマサキ電機産業��������

�８５－５９０１樋 口 電 設�６７－４４００たかさご水道���������

�８２－０６１２ホクシン工建�６３－３３８８日之出建設工業��������	�

�８４－２２３１宮 脇 建 設�６２－１４０９職 建����������

�８２－３６３７野 村 電 設�６２－０６５０あかつき電化����������

��������	
��
��������������
���������	
��
�����������������������	
��

○春季全国火災予防運動（７日まで）
○九州新幹線全線開業記念イベント（１２日、１３日・ＪＲ出水駅周辺）
○市制施行５周年記念式典（１９日・市文化会館）
○中の市（２０日、２１日・高尾野市街地）
１日（火） ▼消防用非常招集訓練、分団・部訓練／消防署・消防団合同防火パレード
　　　　　（訓練午前６時、パレード午前９時・市内一円）
１２日（土） ▼出水地域文化祭（舞台発表）（午前１０時・市文化会館）
１２日（土） ▼名護新鮮おさかな市（午前１１時・名護漁港）
２２日（火） ▼出水人生大学（午前９時３０分・出水老人福祉センター）
２６日（土） ▼出水ふれあい市（午前９時・出水公会堂周辺）
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６
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で
は

西
日
本
か
ら
西
南
諸
島
に
か
け
て
分

布
し
て
い
ま
す
。
体
の
大
き
さ
は
３

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
程
度
、
色
は
薄
い
茶
色
で
、

暗
色
の
ま
だ
ら
模
様
が
入
っ
て
い
ま

す
。
田
ん
ぼ
や
川
な
ど
の
水
辺
に
多

く
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
冬
の
間
は

土
の
中
な
ど
で
冬
眠
し
て
い
ま
す
。

よ
く
似
た
カ

エ
ル
に
ツ
チ

ガ
エ
ル
と
い

う
種
類
が
い

ま
す
。
こ
れ

に
は
背
中
に

多
数
の
い
ぼ

状
の
隆
条
突

起
が
あ
る
こ

と
か
ら「
イ

ボ
ガ
エ
ル
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

�������
　冬眠しない生き物
はどれでしょう？

　
������

�����

������　

☆答えはホームページ
か来月号で

（先月号の答えは、
�������でした。）
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本
紙
の
６
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

る
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ「
い
ず
み
親
子

ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」が
２
月　

日
デ
ビ

２６

ュ
ー
。

　

デ
ビ
ュ
ー
を
前
に
、
ツ
ル
親
善
大
使

の
２
人
が
試
食
を
し
ま
し
た
。
カ
メ

ラ
マ
ン
は
カ
メ
ラ
越
し
の
料
理
を
前
に

よ
だ
れ
を
拭
い
つ
つ
、
撮
影
に
集
中
。

　

出
水
の
味
を
堪
能
し
た
２
人
は

「
鶏
肉
が
ほ
ん
と
う
に
ジ
ュ
ー
シ
ー
。タ

レ
も
ユ
ズ
の
風
味
効
い
て
相
性
抜
群
。」

「
自
分
好
み
の
焼
き
加
減
で
食
べ
ら
れ

る
の
が
い
い
。
専
用
の
タ
レ
を
掛
け
た

卵
か
け
ご
は
ん
も
お
い
し
い
。」と
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

今
ま
で
当
た
り
前
で
気
づ
か
な
か

っ
た
出
水
の
味
を
体
験
し
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
。
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江内小学校４年
杉　侑加さん

江内小学校１年
樋口　雄大さん

江内小学校６年
原田　星一郎さん

　けしの仲間（ケシ属植物）には，��������	
��
ものがあります。
これらは，外観の特徴から，園芸用のけしと区別できます。“植えてはいけないけ
し”を発見したときは，出水保健所または警察署へ連絡してください。
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��������	
��� 八重咲

������
　出水保健所
　（�６２－１６３６）
　出水警察署
　（�６２－０１１０）

一重咲
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